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別別別別    紙紙紙紙    ３３３３    

平成平成平成平成２１２１２１２１年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤センターセンターセンターセンター共同研究共同研究共同研究共同研究成果報告書成果報告書成果報告書成果報告書 

 

 １１１１．．．．研究領域番号研究領域番号研究領域番号研究領域番号        Ａ４ 学術情報環境    

 

 ２２２２．．．．研 究研 究研 究研 究 課 題課 題課 題課 題 名名名名        情報危機管理能力育成のための情報倫理意識の調査と教育コンテンツのあり方    

 

 ３３３３．．．．研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間  平成２１年６月１日 ～ 平成２２年３月 ３１日 

 

 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

中村 純 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

岡部 成玄 北海道大学・情報基盤センター 教授  

山之上 卓 鹿児島大学・学術情報基盤センター 教授  

辰己 丈夫 東京農工大学・総合情報メディアセンター 准教授  

上原 哲太郎 京都大学・学術情報メディアセンター 准教授  

深田 昭三 愛媛大学・教育学部 教授  

多川 孝央 九州大学・情報基盤研究開発センター 助教  

村田 育也 北海道教育大学・教育学部旭川校 准教授  

山田 恒夫 放送大学・ICT活用・遠隔教育センター 教授  

中西 通雄 大阪工業大学・情報科学部 教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

 

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

本研究では，学習者の情報倫理意識の現状を調査し，近年必要とされる情報危機管理能力の育成

のための教育コンテンツのあり方を研究することを目的とする。本共同研究の研究代表者・分担者

は，これまで情報倫理教育に関するビデオ教材を共同で開発している。本共同研究のプロジェクト

では，まずはこれまで開発したビデオ教材の使用有無による教育効果について調査することを考え

た。具体的な共同研究の内容としては，第一に情報倫理意識の調査手法の開発と適切な意識尺度を

設定するための議論，第二に効果的な教育のための学習用教材の要件に関する議論，第三に，国内 
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（研究成果のつづき） 

 

のみならず海外との比較調査によって，グローバル社会における情報倫理教育のあり方の研究を行

うための議論を行った。具体的な進捗状況については後述する。また，9月 12日に大韓民国の高麗

大学との交流協定の下，日韓情報倫理教育セミナーを開催し，日韓における情報倫理教育の現状と

課題等について，議論を行った。本セミナーの講演論文集は，本共同研究の支援を得て，参加者等

に配布された。 

具体的な共同研究での議論内容は以下の通りである。 

１）情報倫理意識の調査手法の開発と適切な意識尺度を設定するための議論 

愛媛大学の深田教授の現状分析・提案の下，研究代表者・分担者が所属する各大学における学習

者における情報倫理意識の調査を行うことを計画し，一部を先行実施している。学習者の情報倫理

意識について，ビデオでの学習の前後でどのような変化を生じるかについても今後調査を行う予定

である。 

２）効果的な教育のための学習用教材の要件に関する議論 

  情報倫理ビデオ教材の他に北海道大学の布施准教授の開発しているマンガ教材について，その

使用方法等を議論した。ビデオとマンガの効果を比較することにより，情報倫理教育に関する効果

的な教育のための要件を今後も議論を進めていく予定である。 

３）海外との比較調査によって，グローバル社会における情報倫理教育のあり方の研究 

  広島大学の中村教授の企画の下，海外における情報倫理教育の調査についての議論を行った。

各研究代表者・分担者が海外でアンケート調査した際の資料などを元に議論するとともに，教材の

国際化に関する議論を行った。また，9月 12 日は，日韓の情報倫理教育セミナーに参加し，韓国に

おける情報倫理教育の状況についても理解を深めた。 

 

今プロジェクトは，共同研究者が 11 名で，かつ全国各地にて研究を行っているため，本共同研究で

の支援は，9 月 13 日に一同に会しての会議，ならびに 9 月 12 日日韓情報倫理教育セミナーの報告

資料として費やした。多人数のため，従来は一同に会しての会議はなかなか難しかったが，本研究

プロジェクトにてそのような機会を得ることができ，有意義な議論を深めることができた。ここに

その報告とともに感謝の意を表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


